
第 1分科会

子どもの思いを大切に, 子どもが納得 していく授業を目指 して
朝倉明日香 (岡谷市立上の原小学校)

私 の思 いて学 級 経営 や授 業 を行 って いた とい う私 自身 の課題 と向 き合 い な

が ら、子 ど もが や りたい」 「分か りたい」 とい う思 いて、、追 究 をすす めて い く

とは ど うい うことかを考 えて きま した。 そ して、子 ど もが言葉 と して発 した

り、 テス トて解 けた り した ことで その事柄が 「分 か った」 と して いいのか と

い うこ とが私 の悩 みて、、した。

算 数 の 「比 」 の授業 を通 してみえて きた ことは、「子 ど も」が 自分 の思 い

て、、 「分 か らな い」 「ど うい うこと」 と、 自分 な りに試 行錯 誤 して い く過程 の

大切 さで した。子 ど もが 「分か らな い」 と発 す る ことを恐 れて きた私 に と つ

て、ハ ッと した瞬間て、、した。

子 ど もが試 行錯誤 で きる場づ くり、教 材研 究 のあ り方、 そ して、子 ど もが 「な るほど」

「そ うい うことか」 と実感 してい く授業 づ くりにつ いて、先生 方 と語 り合 えた ら嬉 しいです。

キー ワー ド : 納得 算数 試行錯誤

子どもが自分事として学ぶ社会科の授業を目指 して
田原 祐希 (佐久市立臼田申学校)

「中学生 は高校 入試 が控 え てい る し」 … そん な思 いの もと、私 は子 ど もが

「正 し く理解 で きるよ うにな る こと」 を第一 に、授業 を進 めて きま した。 し

か し、 「わか る」 ことを意 識 しす ぎる と、子 ど もは正 解 だ けを追 い求 め、 ど こ

か他 人事 のよ うに学ぶ姿へ と変 わ って い きま した。 「学 びの深 ま りはお ろか、

子 ど もは学ん で い るのか ? そ もそ も私が学 ばせて い るだ けで はな いか ? 」…

そん な違 和感 か ら私 の研究 が始 ま りま した。 も しかす る と、同 じよ うな悩 み

を抱 えて い る先生 方 も多 いか も しれ ませ ん。

そ もそ も 「自分事 」 と して学 ぶ とは、 ど うい うことなのて、しょうか ? そ して、子 ど
もの 「自分 事」 と しての学 びを支 え る教師 は、 どん な あ り方 が必要 なのて、しょうか ?

情報端 末が普及 し、子 ど もた ちの学 び方 も以前 よ り多様 にな りま した。 …そん な現 代

において、 当 日は もう一 度学 びの原点 に返 って、直接楽 しく語 り合 いま しょう !

キ ー ワー ド : 自分事 社 会 ICTのあ り方

子どもが夢中になって学ぶ授業を目指して

畔上 洋太 (長野市立徳間小学校)
総 合 的 な学 習 の時間で夢 中にな る子 ど もの姿 を 目に した私 は、教科 の授業 で

も子 ど もが夢 中にな って学 ぶ授 業が で きない ものか、 と考 えてみ た くな りま し

た。研究発表会で は、総合 「矢 出沢川調査」 の実践 や、算 数 「分数」 の実践 で

の子 ど もや教 師 と して の私 の姿 を振 り返 る中で見 えて きた以下 のニ点 につ いて

お話 を させ て いただ きたい と思 い ます。

★子 ど もは どん な と きに夢 中にな って学 ぶのか ?

★子 ど もが夢 中にな って学 ぶ授 業 に は、教 師 と して ど うあれば良 いのか ?

教 科 の授業 て、、も子 ど もが夢 中 にな って学ぶ授業 に して い くため には、何 を

大切 に して い けば いいのか、是非一 緒 に考 えて い きま しょう。

キ ー ワー ド : 夢 中 総 合 的 な学習 の時 間 算数



子どもの願いを理解 し, 見守る教師を目指 して
長尾小百合 (長野市立三陽中学校)

美術 の授業 で私 は、丁寧 に助言 す る ことで生徒 の技 術 が向上 す る と思 って

指導 して きま した。 しか し指導 法 に こだわ るほど、 自分 の理想 とす る制作 が

で きな い生徒 の気 持 ちを本 当 の意 味で理 解 す る ことがで きず 、生 徒 の願 いを

置 き去 りに して いたのて、す 。私 は、生徒 の願 いを理解 て、、きる教 師 にな りた い

と考 え るよ うにな りま した。

在籍校 の実 習 に入 って もまだ、生徒 の思 いを聴 く前 に水 面下 で様 々な展 開

を予想 して先 回 り し、生徒 の悩 み を解決 しよ うと して しま う私 。研究所で 、

生徒本人 に任 せて み ることで 見えて くるものが あ る とい う視点 を も らい、生

徒一人一 人 に寄 り添 うよ うな 「見守 り」 を大 切 に して実習 に向か いま した。

す ると子 ど もの願 いが 自然 と見 えて きま した。消極 的 な行 為 と捉 え られが ち

な 「見守 り」。見守 る とは何 か、皆 さん と一緒 に考 えてみ たいで す。

キ ー ワー ド : 見守 る 美術 地域 を題材 と して

その子らしく学ぶ姿を受け入れ, よさを支えていく教師を目指して

池森 潤 (須坂市立相森中学校)

「子 ど もをわか りたい と思 った私 の中で は, 生 徒 の心 の 内 に気持 ちを寄せ
て考 え て いた。一方 , その子 の外側 か ら捉 え よ うと して見 て い た。私 は,

生徒 の心 の内 に入 り込 んで み た り, 生徒 の外側 か らみ た り して, 頭 の中て、

様 々な思 いを渦 巻 かせ て考 えて いた。 目の前 の生徒 の姿 を捉 え, その姿 が

伝 え よ うとす ることを理 解 した り, その子 を実感 した りす るの に, 待つ こ

とが不可欠 で あ る ことに気 づ いた。」

これ は, 私 が研究所で の振 り返 りを通 して気 づ いた ことです。 それ まで の私 は, 自分 の

価値観 に当て はめて生徒 と接 す ることが あ り, 生徒 との間 に£巨離 を感 じ悩 む時が あ りま し

た。 そん な とき, 待 つ ことて、'変 わ って い く私 に気付 き始 め ま した。

一人一人 のその子 ら しく学 ぶ よさを受 け入 れ, 子 ど もた ち と共 に よさを味 わ うことにつ い

て みな さん と共有て、、きた らうれ しいて、'す。

キー ワー ド : 待つ 英 語 内側 と外側

生徒が自分らしくいられ奇支援～生徒にとことん付き合うことを通 して～
北村 香織 (長野市立更北中学校)

私 は過去 に大 ・中規模校 に勤務 して きま した。 どの勤務 校 に も不 登校生

はい ま したが, 電話連絡 や家庭訪 問が中心 の支援 にな って い ま した。 しか

し, この ままて、い いのか とい う気持 ちがず っと心 の片 隅 にあ りま した。転

機 は小 規模 校 に異動 にな りA生 と出会 った ことで す。不登校 のA生 の担任

? にな った ことで, も う一歩踏 み込 ん だ支援 がて、、きないか と考え るよ うにな

境 ? りま した。 そ して, 1 ・2年 とA生 の担任 を し, A生 が 3年生 にな ってか

涉  らは研 究所 の実習授業 を通 して関わ りを深 めて きま した。

A生 を通 して, 「私 や学 校 の当 た り前 を少 し見 直す」 こ とや 「生 徒 の 『や

て みた い』 を応援す る」 ことの大切 さに気 がつ きま した。 また, 「自立 」

につ いて も考 え る機会 とな りま した。先生方 とは不登校生 につ いて の悩 み

や考 えを語 り合 い たいです

キー ワー ド : 不登校 と ことん 個 に応 じた支援

研究内容についてもっと詳 しく知 りたい方はこちらをご覧ください。


